
 

 

 

 

＜まずは話
はな

しやすい言葉
ことば

を＞ 

 日常
にちじょう

ふつうに使
つか

われている「話
はな

し言葉
ことば

」には、単語
たんご

だけだったり、助詞
じょし

（が、で、に、を・・・）

が使
つか

われていなかったりして、簡略化
かんりゃくか

されたものがとても多
おお

いです。 

 では、なぜ正
ただ

しくないのに簡略化
かんりゃくか

されるのでしょうか。それは話
はな

すためのエネルギーが最小限
さいしょうげん

ですむからです。簡単
かんたん

な内容
ないよう

でしたら、単語
たんご

だけでも言
い

いたいことは想像
そうぞう

できますし、助詞
じょし

がな

くても間違
まちが

えられません。 

 たとえば、日常
にちじょう

会話
かいわ

では「これ、食
た

べる？ 食
た

べない？」と言
い

えば十分
じゅうぶん

伝
つた

わりますが、国語
こくご

の

学習
がくしゅう

では正
ただ

しい伝
つた

え方
かた

として、「あなたはこれを食
た

べますか？」と教
おし

えます。 

 しかし、初期
しょき

の日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

では、まず子どもが「簡略
かんりゃく

話
はな

し言葉
ことば

」を身
み

に付けて、一日
いちにち

も早
はや

く

周囲
しゅうい

とのコミュニケーションができるようにすることが大切
たいせつ

です。ひらがな・かたかなより先
さき

に

学習
がくしゅう

します！ 
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２０２１年１０月２８日 

国際教室担当 

れい① いい・だめ れい② ある・ない 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（引用元：「日本語学級」 凡人社 ） 

 

 

私
わたし

たちは言葉
ことば

で考
かんが

え、互
たが

いの思
おも

いを言葉
ことば

で伝
つた

え合
あ

います。母語
ぼ ご

で考
かんが

えたことを日本語
に ほ ん ご

に変換
へんかん

しながら学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

ることはとても大変
たいへん

なことです。国際
こくさい

教室
きょうしつ

で学
まな

ぶ子
こ

どもたちを含
ふく

む全
すべ

て

の児童
じどう

が豊
ゆた

かにかかわり合
あ

えるように、帷子
かたびら

小 学 校
しょうがっこう

では、国際
こくさい

教 室
きょうしつ

での学
まな

びを全校
ぜんこう

の子
こ

ど

もたちにも伝
つた

え、一人
ひとり

ひとりのよさやがんばりを互
たが

いに認
みと

め合
あ

う環 境
かんきょう

づくりをしていきます。

国際
こくさい

教 室
きょうしつ

の取組
とりくみ

についてご理解
りかい

・ご 協 力
きょうりょく

をどうぞよろしくお願
ねが

いいたします。 

れい③ きて・みて・きいて・かいて れい④ きのう・きょう・あした 

れい⑤ ここ・どこ・あそこ れい⑥ おおきい・ちいさい 


